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http://www.nasa.gov
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フレアによる放出物とその影響

放出物 影響範囲 主な影響

電磁波 地球電離層 X 線などの作用で電離層 D 層の密度が
増大、短波通信の障害を引き起こす。

高エネルギー粒子 宇宙空間（地
球磁気圏外）、
極域・高緯度
の地球電離層

地球磁気圏に捉えられた陽子・電子の
作用で放射線帯の放射線量が上昇、宇
宙活動を行う人間や高高度を飛ぶ航空

機への影響、人工衛星の障害を引き起
こす。また、極域・高緯度地域では陽子・
電子が大気に突入して D 層の密度が増
大、短波通信の障害を引き起こす。

プラズマ 地球磁気圏内 南向きの磁場をもつプラズマが磁気圏と
の相互作用で流入、オーロラや地表の
磁気嵐を引き起こす。また電離層の密

度減少（電離圏嵐）による通信障害も引
き起こす。

Wikipedia より引用
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出典：「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料令和元年度版」
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眼と水晶体の構造

保科製作所ウェブサイトより引用
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眼の水晶体等価線量の被ばく限度について

現在…
年 150 mSv

（ICRP 1990 年勧告に基づく）

5 年平均で 20 mSv （年最大 50 mSv）
（ICRP 2011 年声明）

7.5 倍の開き

常に放射線防護に努めるようにご注意ください！
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来年 4 月から…



問題 2 

来年 4月より、眼の水晶体
等価線量の被ばく限度は、

5 年平均で○○mSv
（年最大○○mSv）

となる。
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